
コロナ禍の全国の生協による
消費者見守りの取り組み事例

日本生活協同組合連合会
組織推進本部

社会・地域活動推進部 前田

第16回 高齢消費者・障がい消費者見守りネットワーク連絡協議会

1

1

資料 ６



2018年度の全国生協の
・生協数 568(地域生協130) 
・組合員総数 約2900万人
・地域生協への世帯加入率37.7％(※2017年度）

50%超：宮城県、兵庫県、北海道、福
井県
→全国の世帯の約1/3が生協に加入

全国生協の組織概要
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コロナ禍での生協全体への影響

•利用者・利用点数・新規加入の急増宅 配

•特定商品の利用集中・利用増店 舗

• 物量の急増・機材等の不足・作業量増大物 流

• 調達量不足・海外品の調達困難・計画欠品商 品

• 対策負荷・利用者減・人手不足福 祉

• 「集まれない」「会えない」活 動
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• 兵庫県と兵庫県消費者団体連絡協議会からの要請で、新型コロナウイルス対策に関
連し、「買いだめ抑止」や「便乗した悪質商法への注意」を促す消費者向けチラシを配
布しました。

• コープこうべの宅配利用者（49万世帯）向けに4 月14 日(火)～18 日(土)に配付。

事例① 生活協同組合コープこうべ（コロナ）

＜配布時のチラシ＞
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• エフコープでは、2017年12月に福岡市と「消費者被害の防止に係る共働に関する
協定」を締結し、消費者・組合員を「悪徳商法」などから守るため、街頭・大学構内
での啓発活動（チラシの配布）や「コープの夕食宅配」のお届けとあわせた注意喚
起活動、学習会の共催など、さまざまなとりくみで協働しています。

• 全国的に流行が広がる「新型コロナウイルス感染症」に関して、福岡市生活安全部
（消費生活センター）より、最近発生している悪質商法事例や、消費者へのお願い
などをお知らせいただき、内容をエフコープのフェイスブックでお知らせしました。

事例③ エフコープ生活協同組合（コロナ）

＜お知らせしたデータ＞ ＜フェイスブック投稿＞

5



• エフコープでは、令和2年7月豪雨災害の発災に際し、福岡県 人づくり・県民生活
部生活安全課からの要請を受けて、豪雨災害に便乗した悪質商法の発生が懸念
されることから、消費者トラブルを未然に防止するため、県より依頼のあった啓発チラ
シの送付に協力しました。

• 県外から支援物資として寄せられたタオルに同チラシを封入し、宅配の配達時に組
合員に配布し、注意喚起を行いました。

事例③ エフコープ生活協同組合（災害）

＜配布時のチラシ＞ ＜支援物資のタオルに封入＞
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